
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



工場ルポ No.358          農機具の静電塗装 株式会社井関新潟製造所 

                             〒955-0033 

新潟県三条市西大崎 3-12-23 
 

１．会社の沿革 

第 358 回を迎えた今回の工場ルポは、新潟県三条市に工場を置く㈱井関新潟製造所を取材して紹介  

する。 

㈱井関新潟製造所は、昭和 36 年(1961 年)12 月 5 日に創立。 

親会社に我が国最大手の農業機械専業メーカーの井関農機㈱を有し、同社の稲刈機械生産工場として

㈱新潟井関製作所の称号で設立し、現在に至るがその主な経緯を以下に示す。 

昭和 36 年 12 月 創立 

 同 37 年 1 月  人力稲刈結束機生産開始 

 同 42 年 7 月 全自動稲刈結束機 RB-50(バインダー)の生産開始 

 同 49 年 5 月 歩行田植機 4条植生産開始 

 同 53 年 1 月 日本初の乗用田植機生産開始 

 同 59 年 7 月 回転式籾すり機生産開始 

 同 62 年 6 月 野菜移植機生産開始 

平成 2 年 8 月 田植機｢さなえ｣が 100 万台生産達成 

 同 13 年 4 月 ㈱井関新潟製造所へ社名変更 

 同 27 年 4 月 ISEKI ドリームギャラリー新潟オープン 

現在に至る。 

２．工場の概要と塗装プロセス 

㈱井関新潟製造所では、田植機(乗用･歩行)、籾(もみ)すり機、野菜移植機、バインダーなどを中心と

した農業機械の製造を行っており、そのプロセスに塗装工程がある。 

農業機械は過酷な環境下で稼働するため、塗装に要求される塗膜品質は、防錆･防食･密着性が要求  

される。 

その塗装工程においても、仕上がり品質の安定と均一な塗膜の確保が要求されてくる。 

こうした塗装品質のニーズに対応するために今回下塗り塗装に導入したのが、自動静電塗装システム 

‟スマートサナックシステム”4 ガン仕様(SUNAC4000EX,ガンは EAB500 を装着)2 式(旭サナック㈱)で  

ある。 

 (1)前処理･下塗り塗装ラインの工程 

前処理および塗装ラインは連結しており、その工程を以下に示す。 

ハンガー掛け→予備脱脂→脱脂→水洗→表面調整→化成処理→水洗→純水洗→水切り乾燥(130～

150℃)→下塗り(1レシプロ4ガン×2基,SUNAC4000EX･ガンはEAB500を装着、1基目と2基目の間で180°

ワークを旋回させて裏面を塗る)→予備乾燥(常温～50℃)→補正→焼き付け乾燥(130～160℃)→脱荷 

コンベヤーは、全長:430m。運行速度は、3.0m/min。 

  



(2)塗装データ 

ワークは、前処理後に下塗りブースへと移行する。下塗りは、プライマーを 1 レシプロ 4 ガンが 2 基

で、15µm の膜厚を確保している。 

下塗り後は、別ラインの上塗り塗装に移行する。上塗り塗料は、低温硬化型のメラミン樹脂塗料が  

採用されている。膜厚は 25µm,トータル膜厚は 40µm を確保している。 

上塗りの塗色は 7色。青,白,黒,グレーなど。 

農業機械のパーツは、実に多品種に及ぶ。形状,大きさで分類するとその数約 2500 種類を超える。 

ワークの形状が多彩なことから、マスキングにも余念がない。敢(あ)えてマスキングコーナーを   

設けて、品質管理に努めているのも特徴の一つ。 

３．新規設備の導入メリット  

今回下塗りに導入された塗装システムは、自動静電塗装システム“スマートサナックシステム”4ガン

仕様(SUNAC4000EX,ガンは EAB500 を装着)2 式である。 

導入の狙(ねら)いは、品質の安定,塗装効率の向上など全体的な塗装ラインのグレードアップで     

あった。 

本格稼働を始めてから 3カ月を経過。さまざまな導入メリットが顕著に現れている。 

塗料の使用量では、塗着効率と塗料供給のシビアな管理により、従来に比べて約 38%の削減を実現   

(塗料缶にして 80 缶から 50 缶に削減)。このため、トータル的な相乗効果でスラッジの排出量を低減。

廃棄処理や臭気対策でも大きな成果を得ている。 

特に同システムの最大の特徴である、ワーク形状を認識してスプレー距離の自動調節を行うことで、

上述の塗料使用量の削減と共に塗膜品質の安定化が高効率の塗装スタイルを実現させている要因と   

言える。 

高品質の塗膜を達成、ランニングコストの低減など、設備投資への償却が大いに実感させられる塗装   

ラインである。 

下塗り塗装ブースでは省スペースを実現したことで、機能性のアップにつながっているのも見逃せ 

ない、今後のライン運行に魅力満載の塗装ラインである。 (野) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

スマートサナックシステムを導入した焼き付け塗装ラインの概要 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 下塗りに導入された塗装
 システムは、最新のスマート
 サナックシステムを採用、
 ガンはEAB500を装着している

▲塗装ラインの概要 

▲塗料供給装置(PD40) ▲塗装制御盤(SUNAC4000EX)



 


